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“A Treatise on the Chemical Constitution 
of the Brain" By J. L. W. Thudichum 

脳の化学の父と呼ばれると言う Johann Ludwig 

Wilhelm Thudichumについては，すでに多くの文献が

ある。その伝記として詳細なものはD.L. Drabkinによ

るものであって， P. Baileyはそれによせた序文のなか

に， Thudichumの脳の化学の最初の著者“Atreatise 

on the chemieal constitution of the brain"がすでに

稀帯電書に属していることを自分の体験にもとづいて書い

ている。 1962年，この原著の翻刻版がArchonBooks， 

Hamden. Conn.から出版された。このなかには，Drabkin 

による解題がのっている。 Thudichumの原著の序文は 7

頁にわたるや、長いものであって，彼の考え方が可成り

明瞭にのべられていて興味あるものである。 1870年-18

80年と言う時代に先人はどのように考えながら研究をす

すめたか，我々は学ぶところがあるであろう。以下にそ

の序文をのせ，更に Drabkinの解題の 1部を転載しよう。

序

新しく発見された化学の力をかりで，脳の生理的研究が行れるようになってから殆ど 1世紀がすぎ

た。しかし，その試みははじめはたまに行われたもので，お互に何の連絡もないまたこの研究の遂行

を主要な目的とはしなかった人々によってとり上げられていたにすぎない。時々すぐれた化学者がこ

の問題に手をつけることはあったが，問題が本来むずかしいものであるととがわかってすぐにやめて

しまった。この最近の20年に，ますます脳の化学の研究は行われるようにはなったが，その成果は殆

ど不満足なものであり，研究者は生理的問題の定量的研究にす=もうとは考えもしなかったし，まし

てや病的な現象を究めようとは思いもしなかった。このような望みない事情のもとで，私は12年ほど

まえから枢密院医学部のために脳の化学的研究をはじめた。私は1874年にすで、に相当の成果を報告す

ることが出来たので，枢密院医学部およびその事業をひきついで議会の病理学および医学の研究補助

金のことをあつかうようになった LocalGovernment Board は私の研究の継続を認めたのであった

はじめはたヘ病理的研究の手はじめのためにと生理的問題の研究を行うつもりであったが，すぐに

それは患いもよらず長い年月を要するものであることがわかった。しかし、知見がえられ，発見がつ

み重ねられ，また正確なものとなるにつれて，私の今迄の研究をあとづけることが必要であると思う

ようになった。かくて私は脳の化学的構成の確立をあとづけ，その概要をこ、に医学の専門家および

一般の化学者の前に提出する次第である。内容は，今迄に枢密院およU'LocalGovernment Boardの

医学担当官の年次報告書におさめられて議会に提出された研究を，すべて系統的にまとめたものであ

る。したがってこの研究の成果は公共の所有て、あるが，その内容については全〈私の責任であること

を明言しておきたい。

読者のなかには，この書の記載は難解であり取り扱いがくどいと思う方々もあるだろう。複雑な化

学的過程を記載しようとすると，このことに直接関心のない人々には退屈なものとならぎるをえない。

即ち，ルネッサンス以前のギリシャ語文学のように思われて，“Graecasunt. non leguntur" (それら

はギリシャ語なり，故に読まれず)と言うことになるかもしれない o しかし，私は最も困難な問題に

ついて非常に技術的な研究をこ、にのべようとしたのであり，しかも解剖学者，生理学者，病理学者

のみならず，私自身のように医学の臨床にたづきわっている多くの人々にも受け入れられるようなも

のにしようと努力したことを理解して頂きたい。

しかし，新知識を得ょうとしてこの書の内容を考察される読者にとっては収穫の多いものであるこ

とを私は請け合うことが出来る。脳髄が動物の経済のうちで最も複雑な化学の現場であること，また

31 



今迄知られていなかった多種多様な物質が脳髄の構造と過程に関与していることが明らかになったし，

従って精神の現象やその疾病による異常が今迄よりは容易に説明きれるようになったことを理解する

であろう。

この書において私は病理的の考察にはふれなかったが，すでに発表したいくつかの論文では，疾病

の臨床的研究や治療に私の発見がどのような関連があるかを指摘したのであった。即ち， locomotor 

ataxiaではnerve-marrowに病的変化が認められるし，ある種のg1 ycohaemi aはcerebrosidesのグル

ープの物質がpatholyticに変化することと密接な関連があることを示したのだ。さらに私は，肝臓の

機能と脳との化学的関連についても知見をえたが，それは将来の病理学に期待しうるものであり，

general paralysisやmelancholyと同じようにかいもくわかっていない領域に，電気火花のようには

かないにしても，光明を与えるものであるのだ。しかし私は，観察や実験によって得られたdataがす

べて正しいものであることが証明されるまでは，如何なる問題についても一般化 (generali zation) 

した結論を導くべきではないと(自分の研究のはじめから)決心していたのだ。そしてこの決心に従

うならば，化学的生物学の如何なる問題も，まだ一般化した結論を導きうるには至っていないのだと

言わざるをえない。

このように慎重でなければならない主な理由は，化学的生物学でえられるdataあるいは所謂“事実"

はまだ余りにも不完全でありある仮説に従わなければどうにもなしえないものであると言うことであ

る。この事情はこの書についてもあてはまるので r私の観察はこのことについては部分的なものに

すぎない」とか rこのことについては全く dataがえられていない」とか読者に指摘するようにつと

めたのである。しかしこのように述べるからと言って，この書に示した研究の価値を私自身が認めて

いないのでは全くなし改めてこ‘にこの研究の重要性を強調し化学的神経学が更に発展するために

はすべてこの成績を基礎としなければならないことを強調したい。これらの問題にとり組んでいた人

々の研究報告にてらし，また今後研究をはじめようとする人々のために特にこのことをのべたいので

ある。

最近の数年に脳の化学の問題について議論が行われ，私はそれに直接参加したのであったが，それ

はすでに結着したことでありその故にその論争はすべてこの書に記載する必要はないと考える。むし

ろ，私は記載を明瞭にし正確に事実を示しながら簡潔なものとしようと努めたのであって，研究の歴

史の文献もあげなかったし分析結果の複雑な成績もあげなかったのは全くこの故である。それは本を

厚くして徒労をしいるのみで読者にとっては何の利益もないことである。しかし，それを求める読者

は1874年の私の報告の附録としてついている脳の化学の研究の歴史的考察，および青書 (blueb∞ks) 
にのっている関係研究報告書の分析成績を読んでもらいたい。

研究をすもめているうちに私は予測しなかった多くの困難に直面した。その最大のものは，元素(原

子)組成は同じでありながらその化学的性質あるいは物理的性質がことなっている物質が存在すること

によるもの，化学で、isomerism~呼ばれる現象のあることであった。即ち，ステアリン酸には少くと

も3つの新しいisomerが発見きれたが，そのうちの 2つは脂酸であり他の1つはおそらくアルコール

であらう。肉や脳に存在するinosite(inositolのこと)と同じような，グルコースの属している炭水化

物の群にもう 1つ新しいisomerを加えねばならないこともわかった。それは，cerebrosidesと名付け

られる物質の構成々分であり，そのchemolysis(hydrolysis or chemieal degration into structural 

co m ponents)によってえられるものでcerebrose (galactoseのこと)と呼ぶ。また，悩のalbuminous

substances (proteinのこと)を研究しているうちに，普通のleucinのほかにその新しいisomerがえ

られそれは甘い味がするので、glycoleuein(それはのちにDL一leucinであることがわかった)と名付

けた。これらのisomerはすべてはっきりと同定されたものである。脳の研究を更につづければ，こと

に分子量の大きい物質(higherimmediate produets)にはisomerの見つかる場合が更にあるだろうと

思う。それらについてはっきっと isomerの夫々を正確に同定するのが今迄のべたものよりも更に困難

であらう。
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最近の20年に進歩した医学原因論にてらすと，疾病の研究の化学的方法は，ことに余り専門家でな

い人々には，や〉景三がうすいものであるように思れるかもしれない。しかし，やがては誰にも正当に

評価されるようになるだらうと思れる。微生物が機械的に働いて疾病の原因となることも認められる

であらうが，しかし如何なる場合にも，同時に微生物の生命と繁殖のために当然生ずる条件としてそ

こに化学的変化即ち醸酵(zymosis)が伴っているにちがいないことも認められるであらう。従って微生

物による疾病を予防し治療するためには，次の 2つの方法だけが有効なものであることがわかる。 1

つは生体内あるいは生体外の微生物を殺す作用のある薬物を使う方法，もう 1つは醗酵によって生じ

た物質の病的作用をうちけす薬物を使う方法である。 germicidesにしろantizymoticsにしろ，この 2

つの薬物はすべて化学物質であることは疑いのないところである。このことに関して病理学者にはっ

きり知ってほしいのは，この酸酵作用を理解し単に経験や偶然の発見によるのではなくて論理的方法で

この醗酵作用を阻止しようとするならば，どうしても組織，臓器および体液ならびにその分解産物に

ついて化学的構成の完全な知識をえなければならないと言うことである。こ。完全な知識に到達する

ために， medical chemistはおしみなく努力しなければならないのであって，私自身この知識をふや

すために長い間最善の努力をして来たのである。かくて読者は，なぜ私が脳から抽出した物質のch-

emolysisにかくも執均に係ったかを理解し，そしてこの面倒な努力をさげようとする人々とは私の立

場はちがうのであることがわかって貰えると信ずる。私に言わしむれば，仮想、の病毒を探し求め(fish-

ing) ょうとするような研究は洗濯だらいから鯨をつかまえようとする子供のたわむれにも比すべき

ものである。

疾病の化学の研究が成功するためには，それは組織的(methodicaI)にまた継続的(sustained)になき

れなければならない。それは医師のみのなしうることであって，国家からの補助を必要とし，知識階

級の人々のそれをはぐくもうとする興味がなければならない。その研究が組織的になされるならば，

どのようにはげしい批判にもたえるであらうし，また継続的になされるならば，その成果は研究者の

努力にむくい，国家の支出を充分つぐなうものである。劃期的な発見がえられて努力からプレミアム

が生まることはなきにしもあらずだが，それは天オにとっても偶然にすぎない。多くの職業としての

化学者たちは生物化学から逃げだそうとしてけるような傾向があるが，それは努力とともに必要て"あ

る知識，研究，時間，費用，面倒などが全く割の合わないものであるからである。生物化学にかつて

偉大な貢献をなした化学者たち，従えばドイツのHunefeld，Wohler. Heintz， Gorup-Besanez， Sc-

herer等，フランスのRouelle，Foureroy， Proust， Lassaigne， Couerbe勺 Gobley等，イギリスの

Prout， Bostock等がはたから見れば当然と思われる生物化学研究の継続をやめてまでその殆んどすべ

てが，純粋の化学的研究，あるいは製薬学の研究もしくは医学の臨床家に移ってしまったのも同じ理

由によることであらう。しかしこれは，彼等の貢献の故にその名前を永久のornamentとした科学にと

って重大な損失と言わねばならない。

この書に記載した脳についての発見のなかには，まだ殆んど理解されてはいないが，生物化学の他

の分野の問題にも光を与えるものがあるだらうと思う。脳のphosphatidesの章のおわりの 2-3頁に

動物体の他のphosphatidesについて短い比較的考察を記し私の考えを述べておいた。

Phosphatidesは植物にしろ動物にしろそのすべての原生質(bioplasm)の中心であり，生命であり，

そして化学的soulである。それが化学的に安定であるのは，主として強い多くのdynamicitiesをもっ

無機酸をその基本のradicleとしてもっていることによるのである。それが種々の機能をもつのは性質

の正反対なradicleが集っている (collusi on) ためである。その物理的性質は目的論的にみればその

機能に全く適したものである。そのなかでは， power of colloidation と名付くべき性質が最も重要

なものであり，更に研究しなければならない。このpowerof colloidationがないとすれば，脳は 1つ

の臓器として存在しえないであろう。全くすべての原生質が存在しうるのはそのコロイド状態にもと

づくのである。

1866年私が数多くの深い研究にもとづいて，コレラの虚1延期に体温が著しく低下するのはmyop!asm
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のコロイド状態が疾病の原因の直接作用によって破壊されるためだと言う仮説を提出したのであった

が，そのときには不毛の地に宣教をするようなものであった。今1884年には，我々はコロイドを液化

する力のあるバクテリアあるいは微生物が存在することを眼の前に示すことができるのだ。

Phosphatidesがその作用をうけるのは非常にありそうなことであって，ことに細胞内ではバクテリア

は如何にして寄り集って来，また如何にして核に密接して増殖するかを見るならばこのことは明らか

であろう。きて，所謂脳の軟化とはまず第一にnerve-marrowの多かれ少なかれの部分で単にそのコ

ロイド状態が失われることなのである。結核菌はこのような軟化作用を示すのであるが，他にも同じ

作用を示すものがある筈だ。このfluidificationののちに第2段階としてpatholysisが起る，即ち遊離

した高分子の物質 (immediateprinciples)がその直接の構成成分に分解するのであり，化学分解(

chemolysis)の方法によっても我々は同じ構成成分をうることが出来るのだ。コレラと脳の軟化にみ

られるこの 2つの過程は，急性と慢性のちがいはあっても，微生物の作用によってcolloidationが失

われpatholysisが起ることの明瞭な例である。

脳のphosphatidesのなかには，コロイドではなく液体状態となってneuroplasm中にとけこんでいる

もの，例えばamidomyelinのようなものもある。これは常温あるいは動物の体温ではコロイドではな

く水に完全に溶解性であるが，熱発のときの正常体温以上の温度ではコロイドになると言う著しい性

質をもっている。高熱の場合に起るこのような変化が死の原因となることも考えうるであろう。高熱

によってなぜ死に到るのであるかと言う説明はその機械的な損傷によるとしたのでは不充分であるか

らである。

脳の化学の知識をかりで脳の疾病の臨床を考察しうる例を，なお更に思いつくま冶にいくつかあげ

てみよう。大低の頭痛はおそらし頭蓋内で醸酵して生じた化学的毒物，あるいは血液を介してから

だの他の部分から脳に運ばれてきた毒物によって起るのであろう。それはからだのなかで酵素作用に

よって生ずるものもあるだろうし，アルコール，モルヒネ，フーゼル泊のようにからだのそとで生ず

るものもあるだろう。このようにときたま起る毒物の影響にしろ，またorganizedあるいはun-organ-

i zed fermentsによってつづいて起っている醗酵作用のために同様な症状がいつも見られると言う場

合にしろ，大したちがいはないであろう。精神病の場合にしても，その多くは疑いもなくからだのな

かで酵素作用によって生じた毒物がbrain-substanceに働いてその結果の症状として現われるものであ

るにちがいない。それは恰度，からだのそとで酵素作用のために生じた比較的簡単な毒物であるアル

コールの蓄積中毒作用として精神症状が現れるのと同然である。正常の化学的構成がとことんまで明

らかになりさえすれば，原因となっている毒物は分離できるようになるのだと私は信じている。我々

が最も望んでいる処のすばらしい発見，即ち毒物に対する解毒剤の発見および毒物を生ずる酵素的原

因とその過程をいかにして限止するかと言う発見は，その毒物を分離しえた次にはじめて可能となる

であろう。

11. Pembroke Gardens. W.. 
著者

1884年2月
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このreprint版の解題“Reflectionsupon a c1assic" 

はD.L. Drabki nによるものであるが，以下にそのごく

1部を転載する。

この書にはThudichum以前の研究の歴史についてはの

べられていないので，こ冶にThudichumの最も重要な発

見を列挙することは読者にとって助けとなるであろう o

1.分類:Thudichumは彼が脳組織から分離した多く

の物質を系統的に分類した。 Phosphatides(即ちphos-

phorized principle)ーこの群の物質に彼がつけた最初の

命名は今日でもなお用いられているーが最も大きな群で

あるが，このなかを更に， N : Pの比に従って分類した。

LecithinおよびcephalinではN:P=1:1であり，

sphi ngomyel i nでは 2: 1である。もう 1つの大きな群

は， nitrogenized. nonphosphorized principlesであっ

てphrenosineとcerasineはこのなかに含まれる。物質の

分類は生化学研究の根本的なものであるのに，今日の我

々のsophisti cated な時代では分類屋の仕事として軽蔑

する傾向がある。実にThudichumは海図にない海に向つ

てのちに航海する人々のために地図を提供したのであっ

fニ。

2.発見:次の物質はThudichumが発見し命名したも

のである。 cephalin. sphingomyelin. sphingosine‘ 

phrenosine. cerasine. aesthesineおよびpsychosine. 

脳の加水分解物のなかにD-lacticacid (sarcolactic 

acid)， galactose (この書ではcerebroseとなっている)，

glucose. inositol. ethanolamine必よぴ sulfatidesが存

在することを最初に示したのもThudichumであった。ま

たcerebronicacid (neurostearic acid或はneurostea-

ric ether)の発見も彼にかづけるべきである。私はphos-

phatidic acid (彼のkephalophosphoricacid) の最初の

発見と記載もまた彼にかづけるべきであると信じている。

Thubiclumは彼の分離した物質ーあるものはcephalin

のように種々のcephalins の混合物であったものもあり，

またあるものはphrenosinのようにおそらく非常に純粋

なものもあった について，面倒な段階的加水分解

(progressive hydrolysis)一Thudichumの用語によれば

部分的および完全chemolysis--を行ってその分解産物

を同定した。彼は各物質についてそれを分解す・るのに種

々の方法を用いた。彼の方法は殆んど彼自身の創案によ

るもので，以前に用いられていたものとは根本的にちが

っていた。例えば， phrenosinを分解してcerebronic

acid. sphingosine およびgalactoseとするのに，この

蓄に記載されている方法のほかに，メタノール硫酸法を
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も用いた。この方法は今日でもこの目的のためには最も

よいものの 1つである。 Thudichumの研究のこのような

やり方がおそらく彼の成功を生んだのであって，分解産

物から推論してそのもとの複雑な化合物の構成を実に正

しく知ったのであった。この推論の方法は彼の死后も長

〈分子構造を解明する基本的方法であった。ある偉大な

有機化学者は当時むしろ恩きせがましく次のようにのべ

た。

“彼の考え方は一般的に非常に正しかった。彼は，それ

が殆んど見すごされていたときに，物質を区別するこの

方法を用いたと言うことからわかるようにすばらしい化

学的本能をもっていたのだ?

構造を解明するのに分解する方法を用いる彼の実験の

すすめ方は， cerbroside phrenosine について次のよう

に図示することができる。

Phrenosine 〆、
1 . Aest hesi ne Psvchosi ne 
(cerebronyl-sphingosine)(galactosido-sphingosine) 
J 、、 J 、

2. Cerebronic Acid Sphingosine Galactose 

1は部分的分解によるものであり， 2はその基本成分に

まで完全に分解したものである。彼が部分的分解産物で

あるaesthesineやpsychosineをも分離したと言うことは，

この困難な研究にあたって彼のとった考え方，注意，熟

練を特によく示すものである。Thudichumはまたcerasine

からもpsvchosineを分離したし， sphingomvelinからも

sphi ngosi neを分解した。

3. Thudi chumの見通し (perspective) :“Problems 

of Physiological and Pathological Chemistry" と言

う古典的教科書の著者である0ttovon Furth はかつて

次のようにのべてThudichumに賛辞を送った。即ち，

“Thudichumの一生の仕事は我々に生化学の研究の進め

方を示したのであったが，その正しさは充分に証明され

ている。"Thudichumが脳の研究を行うようになったのは，

神経および精神疾患の診療に以前たづきわったと言う古

い体験にもとづくのである。更に，彼が脳の問題を化学

的にとりあつかったのは恐らく以前に肝臓の疾患に興味

をもっていたからであると思われる。彼は実際に生化学

の仕事をするようになるまえから，病理学者としてまた

生物学者として，各臓器組織は構造的に非常にことなっ

ているが，個体全体として協調した機能を営んて胸いるに

ちがいないと言う，このことは決してわすれなかった。

Neuroplasmはbioplasmの1つの特別!な場合であるにす

ぎず， phosphatidesはなにも脳にだけ限ったものではな



くてすべての組織に基本的に重要なものである筈である。

このことはcytophosphatidesおよぴhematoplosphatides

のことを考えれば明らかである。同じようなわけで，神

経線維の髄鞘と筋肉のそれに対応する構造とを比較して

考えてみたり，また脳の実質は蛋白からなっていると推

諭したりしたのであった。

Thudichumは鋭い観察力をもっていた。この書の序文

にも彼は次のようにのべている。

“1 could go further and unfold. e・g..a chemical 

connection between the function of the liver and 

that of the brain. opening views into the pathology 

of the future and ilIuminating. though only with 

the disappointi ng brevity of an electric spark. 

regions as dar証astho'se of general paralvsis and 

mel-anchol y:'のちに出たドイツ語版ではさらに，精神病

院の婦人患者にm石が非常に多いこと (50%)に注意を
むけている。そして，次のような観察ものべたのである。

“硝酸で処理するとcholesterolから cholestericacidが

できるが， cholic acid からも同様にしてcholesteric

acidが生ずる。このことは注目すべきでコレステリンと

氾汁酸の関連を示すものである?彼がその時代にこのよ

うな創造的示唆を示したのは実に異常なほど非凡なこと

である。

しかし， Thudichumはこの領域に必要な化学の基礎を

第1に築こうとした決意をひるがえすようなことはしな
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かった。そして次のようにのべている， “caused me 

to gi ve so much attentin to the chemolysi s of the 

principles extracted from the brain. and (it is for 

the reader) to surmi se the grounds w hi ch i nfl uence 

me not to coincide with those who propose to avoid 

laborious effort. and to carry on research by a 

kind of fishing for supposed disease-poisons. of 

which. according to my view of the subiect. the 

attempt of the boy to catch a whale in his mother's 

washing-tub is an appropriate prabole:' 

また更に彼は次のようにつけ加えた。

“Research on the chemistrv of disease to be succe-

ssful must be methodical and sustained. 1t can be 

carried on by physicians only. requires the support 

of the State. and the fostering interest of the 

professional and intelIectual classes:'彼は科学的に

正しい判断力をもった臨床家として模たるものであった。

この古典の書のなかに， Thudichumは，のちには誤り

であることがわかった研究をも含めて彼の研究の全過程

を示したのである。彼はまきにキャンパス一杯に肉太の

線を描いた，このことはその時代には必須であったので

あれ将来の観賞者のためには断片的に小きな部分で詳

細が明らかにされるよりも明快な構図であったのだ。こ

の意味で彼はartisanであると共にartistであった。
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.!!!之(1) 1も申22，196も
An autoradiographic study of the uptake and storage of nor四
epinephrine-HJ in tissues of mice treated with reserpine and 
cocaine (Samorajski T.， Marks B.lI. & ¥vebsteτ. E.J.) ム主.1(1) 82-
89， 196も
Stress-induced release of brain norepinephrine and its inhibition 
by drugs (}!aynert E.¥>r'. & Levi R.) ili(l) 90-95， 196ら
The presence in sciatic nerve of material that releases acetyl-
choline (Green J.P. & Carlini E.A.) 1i之(1) 96 -1 06， 196も
The determination and distribution of polyamines in mammalian 
nervous system (Shimizu 1I.， Kakimoto Y. & Sano 工.)1.主1(2) 199-
20も， 1964 

Methanol metabolism in the rat (Tephly T.R.， Parks R.E.Jr. & 
Mannering G.J.) ム主主())292-)00， 1964 
The uptake of H3・melatoninin endocrine and nervous tissues and 
the effects of constant light exposure (Wurtman R.J.， Axelrod J. 
& Potter L.T.)ム主1(3) 31も帽318，196も
Formation of s-phenylethylamine in mammalian tissue and its effect 
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on motor activity in the mouse (Nakajima T.， Kakimoto Y. & 
5ano 工.)ム主1(3) 319-325， 196も
5tudies on the biological activities of the aldehydes derived 
from norepinephrine， serotonin， tryptamine and histamine 
(Renson J.， Weissbach H. & Udenfriend 5.) 11之(3) 326岨 331，
196も

Distribution and metabolism of mescaline-C14 in the cat brain 
(Neff N.， Rossi G.V.， Chase G.D. & Rabinowitz J.L.) ム主主(1)
1-7， 196も
An electroencephalographic and chemical reevaluation of the 
central action of reserpine in the rabbit (Pscheidt G.R.， 
5teiner W.G. & Himwich ~.E.) 土主主(1)37軸もも， 1964 

The role of endogenous norepinephrine in the toxicity of αー
amphetamine in aggregated mice (Moore K.E.) ム主主(1) もラーラ1，1964 
The turnover of endogenously labeled catecholamin，e in several 
regions of the sympathetic nervous system (Burack W.R. & 
Draskoczy P.R.)止主(1) 66-75， 1964 

Actaphysiol. scand. 

Catecholamines and ラーhydroxytryptamine in morphine tolerance 
and withdrawal (Gunne L-M.) 三立(5uppl. 20的 32 pp. 1963 
Cel1ular localization of monoamines in the spinal cord <Carlsson 
5.， Falck B.， Fuxe K. & Hil1arp N-A.)三♀(1/2) 112-119， 196主

Uptake of L- and D-isomers of catecholamines in adrenergic nerve 
granules (Euler U.5.v. & Lishajko F.)三♀(3) 217・222，196も
A method for the demonstration of monoamine-containing nerve 
fibres in the central nervous system (Dahlstr6m A. & Fuxe K.) 
£♀(3) 293四 294，196も
Acid由 labile carbon dioxide of rat brain after freezin~ the tissue 
in situ (Pont昼n U. & 5iesjo D.K.)三♀(品) 309由 317，1964 
Disclosure of labile monoamine fractions in brain and their 
correlation to behaviour (Haggendal J. & Lindqvist M.)三♀(弘)
3ラ1・3ラ7，196弘

Amer. J. Phvsiol. 

Osmolality of brain tissue and its relation to brain bulk (5tern 
W.E..& Coxon R.V.) 孟♀~(1) 1四 7，1964 
Acute asphysiatior. of the spinal cord and of other sections of 
the nervous system (van Harreveld A. & Biersteker P.A.) 孟♀~(1 ) 
8-13， 196ら
Arterial_PCO? and cerebral hemodynamics (Reivich M.) 訟~(1) 25-
35， 196弘ー
Effect of certain drugs on cerebrospinal fluid production in the 
dog (Oppelt W.W.， Patlak C.S. & Rall D.P.) 孟♀~(2) 2弘7-2ラ0，
1964 

Distribution of thiocyanate between plasma and cerebrospinal 
fluid <Streicher E.， Rall D.P. & Gaskins J.R.)畠♀乏(2) 2ラ1-
25も. 196も
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Tranqui1izer action on tha1amic and midbrain escape behavior 
(Olds M.E.， Hogberg D. & Olds J.)主♀，2.{)) 515-520， 1964 
Acid-base changes in brain and ske1eta1 musc1e of maturing rats 
(Withrow C.D.， Woodbury D.M. & Wi1cox W.D.)辺三())521-524， 
196ら

J • Neurophvsio1. 

G1ia in the 1eech centra1 nervous system: physio1ogica1 properties 
and neuron皿 gliare1ationship (Kuff1er S.W. & Potter D.D.) 昌之(2)
290-320， 196も

J • Phvsio1. 

'Transport ATPase' in e1ectric organ. The re1ation between ion 
transport and oxidative phosphory1ation (G1ynn I.M.)止が2)
もラ2ーも65，1963 
Hyperg1ycaemia produced by intracisterna1 injection of adrena1ine 
in cats (Sprou11 D.H.)止が3) 527-537， 196) 
The origin of thE' hyperg1ycaemic response to intracisterna1 
adrena1ine in the cat: the site of systemic absorption and of 
centra1 action of adrena1ine from the subarachnoid space 
(Sprou11 D.H.) ム主主()) 538 -5 5 2， 1963 
Repetitive stimu1ation at the mamma1ian neuromuscu1ar junction 
and the mobi1ization of transmitter (Hubbard J.1.)止が3) 641圃
662， 1963 
Ch10ride in the squid giant axon (Keynes R.D.)止2.{))69ト 705，
196) 

The deve10ping motor end-p1ate: pharmacologica1 studies in the 
chick embryo (Drachmon D.B.) d.2.2.(的 707-712，1963 
Autoradiographic investigation of the distribution and uti1ization 
of intraventricu1ar1y injected adenine-3H， uracil-31I and 
thymidine-3H in the ~rains of cats (A1tma~ J. & Chorover S.L.) 
止山)770-779， 1963 
Kinetics of movement of iodide， sucrose， inu1in and radio-iodi-
nated serum a1bumin in the centra1 nervous system and cerebro岨
spina1 f1uid of the rat (Reed D.J. & ¥voodbury D.M.)止がも)
816-8ラ0，1963 
The action of cerebrospina1 f1uid on the frog rectus abdominis 
muscle and other iso1ated tissue preparations (Ramwel1 P.W.) 
..!.z♀(1) 21-38， 196も
Substance P in brain extracts (C1eugh J.， Gaddum J.H.， Mitchell 
A.A.， Smith M.W. & Whittaker v.P.)ムZ♀(1) 69-85， 196も
The transport of urea， creatinine and certain monosaccharides 
between blood and f1uid perfusing the cerebral ventricular 
system of rabbits (Bradbury M.W.B. & Davson H.) 11♀(1) 195-
211， 196も
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一一書架一一

エ単 Autonomic立鉱工♀盟主ヱ詰旦・
1963. pp. 120. 

By Burn J.H. Blackwell:Oxford， 

This book is based on lectures the author has given as Visit-
ing Professor in the Department of Pharmacology of Washington 
University Medical School in St. Louis. 

Morpholo~ical 主主且 Biochemical Correlate!..2.主旦euralActivitV. 
Ed. by COhen--M.M. & Snider R.S.- Hoeber:New York， 1964. 
pp. 2主主.

1. Inhibition and release of spinal motoneurons by recurrent 
activity (Wilson V.J.) 

2. Metabolic relations between glia and neurons studied in 
single cells (Giacobini E.) 
3. RNA metabolism in the nervous system: some RNA-dependent 
functions of neurons and glia (Koenig H.) 
4. Biochemical and ultrastructural correlates of cerebral 
cortex slices metabolizing in vitro (Cohen M.M. & Hartmann 
J.F.) 
5. Combined morphological and biochemical studies of incubated 
slices of cerebral cortex (Wanko T. & Tower D.B.) 
6. Studies on the microchemical pathology of human cerebral 
cortex (Pope A.， Hess H.H. & Lewin E.) 

7. The Purkinje cell dendritic branchlets and their relation 
with the parallel fibers: light and electron microscopic 
observations (Fox C.A.， Siegesmund K.A. & Dutta C.R.) 
8. Corticocortical connections in the cerebellum (Deura S. 
& Snider R.S.) 
9. Biochemical studies on layered structures (Lowry O.H.) 
10. Enzymic properties of brain mitochondria (Basford R.E.， 
Stahl W.L.， Beattie D.S.， Sloan H.R.， Smith J.C. & 
Napolitano L.M.) 

11. Some factors involved in the use of glucose and hexo帽
kinase as a trap for ATP in cerebral mitochondrial studies 
(Cohen H.P.) 

12. Localization of several fluorochromes in cultured neurons 
(Murray M.R.， Peterson E.R. & Loeser C.N.) 

International旦宣之主主主!of Neurobioloj[~. Ed. by Pfeiffer C.C. & 
smythies J.R.-VL-互 AcademicPress:New York， 1964， pp. 生76.
1. Protein metabolism of the nervous system (Lajtha A.) 
2. Patterns of muscular innervation in the lower chordates 
(Bone Q.) 
3. The neural organization of the visual pathways in the cat 
(Meikle T.H.Jr. & Sprague J.M.) 

l生. Properties of afferent synapses and sensory neurons in 
the lateral geniculate nucleus (Bishop P.O.) 

ラ. Regeneration in the vertebrate central nervous system 
(Clemente C.D.) 
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6. Neurobiology of phencyclidine(Sernyl}， a drug with an un-
usual specturm of pharmacological activity (Domino E.F.) 
7. Free behavior and brain stimulation (Delgado J.M.R.) 

~!reatis!!. .2主主主乏 Chemical Constitutio!!..2.主主且三旦主主主主・ By 
Thudichum J.L.W. With a new historical introduction by 
Drabkin D.L. The Shoe String Press:Hamden， Conn.， 1962. 
pp. 262. 

エ且乏 Conduction♀£主且主主主主工2!!.a.!旦2品主主主・ The Sherrington Lectures 
V11. By Hodgkin A.L. Liverpool University Press:Liverpool， 
196も pp. 108. 

1. The method of signalling in the nervous system 
2. Structure and general properties of nerve fibres 
3. The membrane theory of nervous conduction 
4. Saltatory conduction in myelinated nerve 
ラ. The nature of the permeability changes and calculation 
of the action potential 

6. The link between metabolism and ionic movements 

Comparative Neurochemistry. Proceedings of the 5th 1nternational 
Neurochemical Symposium. Ed. by Richter D. pergamon Press: 
Oxford， 196も pp. 弘91.
1. Functional organization in different species 
1. The inter-relation of secretory and nervous function in 
the central nervous system of lower animals (Knowles F.) 

2. Ontogeny of behaviour and its structural basis (Hamburger 
V. ) 
3. Non四 specificsystems and differences between neurons in 
lower animals (Horridge G.A.) 
4. Myelin formation and neuron histogenesis in tissue culture 
(Murray M.R.) 

11. Lipids， proteins and rinonucleic acid 
1. A comparative study of the lipids of the invertebrate and 
vertebrate nervous system (McMurray W.C.， McColl J.D. & 
Rossiter R.J.) 

2. The distribution of proteolipids in different animal 
species (Pazzagli A.， Pessina G. & Amaducci L.) 
3. Metabolism of lipoproteins in different species (Gaitonde 
M.K. ) 

も. Protein metabolism of the brain during hibernation 
(Palladin A.V.) 

5. Proteins and enzymes of the nervous system in different 
species (Lowenthal A.， van Sande M.， Karcher D. & Richard 
J. ) 

6. Distribution and metabolism of ribonucleic acid in the 
vertebrate central nervous system (Mandel P.， Rein H.， 
Harth-Edel S. & Mardell R.) 

111. Amino acids in different species 
1. Comparative aspects of the distribution of ninhydrin-
reactive constituents in nervous tissue (Roberts E.) 
2. Distribution of amino acids in the brain in different 
species (Tsukada Y.， Uem岨raK.， Hirano S. & Nagata Y.) 
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3. Brain glutamic acid decarboxylase and synthesis oC GABA 
in vertebrate and invertebrate species (Frontali N.) 

~. The uptake oC amino acids by the brain in various species 
(Lajtha A.) 

IV. Energy metabolism and function 
1. Carbon dioxide fixation in vertebrate and invertebrate 
nervous tissue (Berl S.， Cheng S.圃 C. & Waelsch H.) 
2. Respiratory and glycolytic enzymes and acetylcholin・
esterase in relation to hibernation and arousal 
(Mokrasch L.C. & Grady H.J.) 
3. The operation of the tricarboxylic acid cycle in brain 
mitochondrial preparations (Balazs R.， Magyar K. & 
Richter D.) 

~. The ionic distribution in neural systems of different 
species in relation to their electrical properties 
(Hillman H.H.) 

5. The blood-brain barrier system in various species with 
special reCerence to urea (Coxon R.V.) 
6. A comparative study of normal and beta岨 irradiatedrats 
(Egana E. & Velarde M.I.) 

V. Neurosecretory mechanisms 
1. A study oC neurosecretory cells in the optic tentacles 
oC certain gastropods (Lane N.J.) 

2. Class and species differences in the distribution of 
hypothalamo-neurohypophysial peptides (Hel1er H.) 
J. Contribution 1 l'histoenzymologie compar~e de l'hypo画
physe (Arvy L.) 
q. The neurohumoral control of heart rate in curstaceans 
(Carlisle D.B.) 

VI. Transmitter substances: distribution and metabolism 
1. Aspects oC biologically active substances in insects 
(Colhoun E.H.) 

2. Acetylcholine in non-nervous tissues of insects 
(Schachter M.) 
J. Choline acetylase in the evolution of the brain in 
vertebrates (Hebb C. & Ratkovi~ D.) 
q. The quantitative distribution of ラーhydroxytryptaminein 
the nervous system， eyes and other organs of some 
vertebrates (Welsh J.H.) 
ラ. Formation， storage and metabolism of serotonin(ラー
hydroxytryptamine} and catecholamines in lower verte-
brates (Brodie B.B.， Bogdanski D.F. & Bonomi L.) 
6. The distribution and metabolism of catecholamines and 
5-hydroxytryptamine in human brain (Hornykiewicz O.) 
7. The distribution of histamine in cat and human brain 
(McGeer P.L.) 

VII. Comparative neuropharmacology 
1. Some species differences in the responses of animals 
to drugs (Vogt M.) 

2. Studies on norepinephrine and 5圃 hydroxytryptaminein 
various species (Pscheidt G.R.， Molpurgo C. & Himwich 
H.E.) 
3. Drugs affecting the sympathetic regulation of lipid 
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transport (Paoletti R. & Vertua R.) 
4. Behavioural correlates of 6申 hydroxylationand the effect 
of psychotropic tryptamine derivatives on brain serotonin 
levels (5zara 5.) 

ラ. The effects of reserpine and LSD on molluscs (Mirolli 
M. & Welsh J.H.) 
6. The effect of phenothiazines on some invertebrate 
animals (Katona F. & Wollemann M.) 
7. Actions of drugs and toxic substances on nervous 
tissues in culture (Murray M.R. & Perterson E.R.) 

8. Toxic compounds and biologically active substances in 
insects (Colhoun E.H.) 

9. Neurochemical mechanisms in relation to anthelmintic 
action (Bueding E.) 

10. Physiological effects of holothurin (Sobotka H.， 
Friess S.L. & Chanley J.D.) 

是正ゑ主主 Mechanism~. progress in Brain Research， Vol. 1. Ed. by 
Moruzzi G.， Fessard A. & Jasper H.H. Elsevier:Amsterdam， 
1963. pp.も93.

エ且三 Rhinencephalon 怠lli!王乏よ主主ll .2tructure~. Progress in Brain 
Research， Vol. 3. Ed. Bargmann W. & Schad~ J.P. Elsevier: 
Amsterdam， 1963. pp. 253. 

阜ζ2主主主主主且 Maturation♀主主主三塁王主主主・ Progress in Brain 
Research， Vol. ら Ed. Purpura D.P. & Schad~ J.P. Elsevier: 
Amsterdam， 1964. pp. 289. 
Events in the developing nervous system (Levi晒 MontalciniR.) 
The evolutionary aspect of the integrative function of the 
cortex and subcortex of the brain (Sarkisov S.) 
The cerebral cortex of the premature infant of the 8th month 
(Rabinowicz Th.) 
50me correlations between the appearance of human fetal reflexes 
and the development of the nervous system (Humphrey T.) 
Postnatal changes in glia/neuron index with a comparison of 
methods of cell enumeration in the white rat (Brizzee K.R.， 
Vogt J. & Kharetchko X.) 
Quantitative analysis of neuronal parameters in the maturing 
cerebral cortex (Schad品 J.P.，Van Backer H. & Colon E.) 
Electron micorscopy of immature human and feline neocortex 
(Pappas G.D. & Purpura D.P.) 
Comparative ontogenesis of structure-function relations in 
cerebral and cerebellar cortex (Purpura D.P.， Shofer R.J.， 
Housepian E.M. & Noback C.R.) 
Crit~res de maturation des syst~mes afferents corticaux 
(Marty R. & Scherrer J.) 
Brain mitochondria (Lovtrup 5.) 
Molecular evolution of lactate dehydrogenase in the develop-
ing nervous tissue (Bonacita V.) 
Enzymatic mechanism of the protein biosynthesis in the develop申
ing nervous system (Wender M. & Hierowski M.) 

羽院 • 岡修
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スユ

前号に引続き， W. A. Himwichの編集による“DevelopingBrain" No.2 & No. 3を転載する。

DEVELOPIIIG BRAII 
一一一一一一ー一一一ー一一一一一ー一一一一一一一一--出血圃

No. 2 April， 196主

We hope that the news letter will be sent about the middle 

01 each month. The IIimwich's are 011 to Europe 10r the month of 

May and will use their experiences as a basis for the June news 

letter. There is sti11 a sma11 back10g of queries and inform-

ation from our readers， but we wi11 soon be able to use more 
materia1. 

The f0110wing inte~esting papera crosse~ my desk this month: 

(1) Dobbing， J.， The entry of cholesterol into rat brain during 
development. J.Neurochem.よ♀ 739，1963. 
~2) James， F.， & Fotherby， K. Distribution in brain 01 1ipid-

bound sia1ic acid and factors affecting its concentration. J. 

Neurochem.よ♀ 587，1963. 
(3) Murthy， M.R.V.， & Rappoport， D.A.， Biochemistry 01 the 

deve10ping rat brain. 11. Neonata1 mitochondrial oxidations. 

Biochim. et Biophys.Acta， li: 51， 1963. 
(品) Rappoport， D.A.， Fritz， R.R.， & Moraczewski， A.， Biochem-

istry of the deve10ping rat brain. 1. S01ub1e enzymes in iso1ated 

neonatal brain nuclei. Biochim. et Biophys.Acta， li: ~2 ， 1963. 

(ラ)Murthy， M.R.V.， & Rappoport， D.A.， Biochemistry of the deve-

loping rat brain. 工11. Mitochondria1 oxidation of citrate and 

isocitrate ond associated phosphorylation. Biochim. et 8io ・

phys.Acta， 1.主 328，1963. 
(6) Heim， L.M.， & Timiras， P.S.， Gonad-brain re1ationship: 

Precocious brain maturation after estradi01 in rats. Endocrin • 

.z.g，ラoι， 1963. 
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(7) A1 tman， J. AutoI'adiographic investigation of ce11 prolife-
ration in the brains of rats and cats. Anat. Rec. li2: 573， 1963. 
(8) Jacobson， 5.， 5equence of mye1inization in the brain of the 
brain of the albino rat. J.Comp.Neuro1.~: ラ， 1963. 

(9) Werboff， J.， & Kesner， R.， Learning deficits of offspring 
after administration of tranqui1izing dru.gs to the mothers. 

Nature， 121: 106， 1963. 
(10) Linneweh， F.， Ehr1ich， M.， Grau1， E.H. & Hundeshagen， H. 
Uber‘ den Aminosauren-Transport bei phenylketonurischer Oligo-

phrenie. Klin.Wschr.， 11: 253， 1963. 
(11) Hubel， D.H.， & Wiesel， T.N.， Receptive fields of cells in 
in striate cortex of very young， visually inexperienced kittens. 
J. Neurophysiol. 孟立 994，1963. 
(12) Murakami， U.， Kameyama， Y.， & Nogami， H.， Malformation of 
the extremity in the mouse foetus caused by X-radiation of the 

mother during pregnancy. J.Embryol.exp.Morph. 11: ラも9，1963. 

NEW BOOKS 

Deve10pment of Cerebral Function in the Do&， J.Pampiglione 
(Ed)， Butterworth Inc. 
Handbook of Mental Deficiency， Ellis (Ed)， Blakiston Division， 
McGraw-Hill Book Company. 

The Development of the Brain and its Disturbance bv Harmful 
~主♀~， B.N.Klosovskii (Ed)， Pergamon Press. 

.The Mentallv Retarded Chil~， A.R.Luria (Ed)， pergamon Press. 

CALLING ATTENTION T0: 

The March， 1964. FEDERAT工ONPROCEEDINGS TRAN5LATION SUPPLE-
MENT contains many papers on the nervous system. 工nsect，Amphio-
xus， fish， frog， lizard and mammals are represented (Raymund L. 
Zwemer， Federation of American Societies for Experimental 
Biology). 

羽信*訓.....剤"・・・*・・・""0<・・・....訓............訓，..........・測11:***..・・・・・事鋼111**....・・
The new Laboratory of Population Ecology of the Department 

of Biology， College of William and Mary， Williamsburg， Virginia， 
has been established to study the psychophysiological aspects 

of group dynamics and population regulation. One of the major 

research interests of the laboratory staff is the effect of 

prenatal inf1uences and early experiences upon the development 

of enzyme systems controlling the anabolism and catabolism of 
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brain biogenic amines. 

The Laboratory is dedicated to the holistic as opposed to the 

reductionist point of view. The behavior and physiology of the 

individual is considered as an indicator of social and physical 

environmental conditions， and the differences between the behavior 
and physiology of the individuals comprising a group or popula-

tion is viewed as a manifestation of the structure and dynamics 

of the social organism. 

The Laboratory is equipped for histological studies and for 

fadiochemical， spectrophotofluorometric， and other biochemical 
methodologies. The main animal house has sixteen 15・x 13・rooms
for the housing and care of experimental populations. A comparable 

sized screened barn houses large experimental animals. Seminatural 

populations will be fenced in a 30-acre tract of land adjoining. 

The professional laboratory staff at this time consists of 

Bruce L. Welch， Ph.D.， Director， C. Richard Terman， Ph.D.， 
Robert E. Black， Ph.D.， Garnett R. Brooks， Jr.， Ph.D.， and Ann 
Marie Welch， M.A. 
車場調惨市噂割前・M・e車掌**・*・・・***訓臨調脈"・..* *.解吻*事場*事事訓跡調T.・..........・・・..・刻臨調T..・
FROM OUR READERS: 

"...a news letter might be made to serve an additional purpose. 

All of us require at one time or another answers to technical 

problems， comparative data， etc.， which are buried in the 
literature. If subscribers could use the newsletter to ask 

questions of the readers， the combined experience， knowledge and 
manpower of the group might come up with answers which are not 

readily available in other ways. 

Perhaps the name of the person asking a question could be 

omitted in order to encourage those who might be worried about a 

display of ignorance. On the other hand， answers given should 
identify the correspondent." (Claude F. Baxter， V.A. Hospital， 
Sepulveda， California). 
調R・訓T***********-隊司惨事割前**ホ***・....・・..・・..........・..布市・・.*・・6・・e・

We would appreciate some information on immunological studies 

of the brain with special emphasis on auto圃 immunebodies. (Calvin 

H. Chen， Northville State Hospital， Northville， Mich.) 
調惨事*.*.訓惨事事.....車市剤取割拠*・・*・$彫刻B・*・...*市市・・事，訓険制隊司酢削除布噂・・・..*..・・.制跡調T...
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We are looking for information on the development of the cere-

bellum in the dog. (Anant R. Dravid， State Research Hospital， 
Galesburg， Illinois). 
...・削除・・..・M険制...・・e・・惨事・・・*・e・...・$両院事寧吻*事事制R・・・e・...惨事・.*.*.同憶測脚..険制膨
MEETINGS: 

"Society of Biological Psychiatry"， May 1， 2， 3， 196~ ， Biltmore 

Hotel， Los Angeles， California. Many interesting papers will be 
given，including one on Autonomic Nervous System Studies in 
Children Receiving LSD and ~IL by G. Faretra， and L. Bender， and 
ROUND TABLE: Conditioning & Memory: Experimental Studies， May 
2， 1961量.， PANEL D工SCUSS工ON: Contemporary Views on the Biological 
Bases of Psychiatry， May 2， 1964 and Research in Genetic and 
Biochemical Determination， May 3， 1964. For details contact: 
Dr. George Thompson， 2010 Wilshire Doulevard， Los Angeles 57， Calif. 

No. 3 June， 196も

We have just returned from a most interesting and profitable 

European trip and could easily fill a dozen newsletters with what 

we saw. For this issue 1 will describe only the visits pertinent 

tQ research on developing brain. 工n England工 sawDr. Albert St. 

George Huggett who will retire as Professor of Physiology at 

st. Marys lIospital this year and will move on to Edinburgh for 

an exciting new research job. 1 hope to report his change of 

address in our next issue. He is full of ideas and enthusiasm 

for the future. At the 工nstitute of Animal Physiology at Babraham 

near Cambridge， 1 was especially pleased to have the opportunity 
of meeting Catherine Hebb and Ann Silver who are extending their 

former observations with work on cholinesterase and cholin-

acetylase in kitten brain. Dr. Marthe Vogt kindly arranged my 

visit. 

工 spent one whole day at the 工nstitute of Psychiatry at Maudsley 

Hospital mostly with the flourishing Department of Neuroendo-

crinology which has been built up by Dr. John Eayrs since he 

moved there from Birmingham. 王 alsohad instructive visits with 
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members of the Departments of Biochemistry and of Psychiatry. 

Many interesting programs are being carried out at the Institute， 
a11 of which wi11 be he1ped by the comp1etion of the new bui1d-

ing. Among many other things 1 noted methods for producing 

stress due to 1ight in the rabbi t by Dr". Campbe11， the spli t 
brain technics used by Dr. Lishman and the c1ever means used 

by Dr. Mar1ey for recording various physiologica1 parameters 

from the chick. 

工n Sweden we visited Bengt Fa1ck and his col1eagues at Lund 

(Haro1d spent 2 weeks there). The possibi1ities of fluorescent 

microscopy for studies of the deve10ping brain are enormous. 

工t seems this technic wi11 add an entire1y new facet of brain 

mapping. In Goteborg we visited with Professor Arvid Car1sson 

and his colleagues in Pharmaco1ogy and with Professor IIyden in 

Histo1ogy. Exciting work is going on in both departments and 

we were de1ighted to have the opportunity to see so much of it. 

In Stockho1m we visited with many friends， especia1ly Dr. Percy 
Lindgren， and had the opportunity to discuss with Drs. Kolmorlin 
and Meyerson the important work they are doing with Professor 

Bernhard on the EEG of the feta1 sheep. 

A1though， as you can see， we picked up some information on 
deve10ping brain every p1ace we went， by far the high1ight of 
our trip for this field of research was our visit with Johannes 

Schade and his staff at Amsterdam. The new bui1dings which are 

being completed for the Netherlands Central Institute for Brain 

Research wil1 give them unpara1leled opportunities for the study 

of developing brain. One of the important facets of their 

program is the multidiscip1ined approach to the whole problem. 

As far as we know this is unexce11ed anywhere. We can confident圃

1y expect that research from this Institute in the next few years 

on brain development will thoroughly map the anatomical， the 
histological， the biochemical and the psychological development 
in the rabbit and in the chick. 工n view of this situation it 

becomes exceeding1y important that some of the same technics be 

used by other groups so that comparisons can be made between the 

work from this Institute and other laboratories. The summer 

school sponsored by the 工nstitute offers opportunities for 
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visitors to acquire new ideas and new technics. This year 

the session wi1~ be Ju1y 6・17 and wi11 dea1 with The Neurone 

(structure， function， chemistry and behavior) and with Sensory 
Mechanisms. Dr. Schade wi11 be glad to supp1y detai1s. 

羽信制炉事訓・...・..・惨事...*.・・・・.，・・・・・...・・・ e・・ e・e・・・...*...同tr.....喰*吻
FROM OUR READERS: 

"1 am now in the process of comp1eting a study on the deve1op-

ment of compartmenta1ization of g1utamic acid metabo1ism in the 

kitten" (5011 Ber1， C011ege of Phys. 5urg.， Co1umbia Univ.， New 

York) • 

司俳....刻脚本調跡事$・・ e 事事申*ホホホホ*司脈事別院車測B ・‘憶測~ "'..・***.*事..・ e 惨事事場制~ .惨事..惨事****..

"We have studied the subce11u1ar distribution of endogenous 

serotonin in the deve10ping rat brain from one day postpartum 

ti11 33 days of age. We observed approximate1y 74.5% of the 

tota1 serotonin主n the high speed residue (bound serotonin) at 

a11 times， this being simi1ar to the distribution observed in the 
adu1t rat. 工t is apparent that maturationa1 and functiona1 

changes observed during development are not ref1ected in the 

subcel1ular distribution of scrotonin. On the other hand， tota1 
brain serotonin and brain weight increase with age， reaching 
approximately 85% of adu1t va1ues at 33 days"(A. Kamano & B. 

Haber， 5tate Research Hospita1， Ga1esburg， Il1inois). 

ホ'‘脈事務・*副院測隊司h ・..場事判断$判断側隣同除康司~ ...・*...同修司脈事・.****防皐・*削除幕*測位*....・ e・4惨事.. * *.・・

TI5SUE MAO工NH工BITIONBY CONVUL5IGENIC DOSES OF HYDRAZ工NES

AND RELATED V工TAMIND
6
-HYDRAZONE5. ~rthur A. Wvkes. USAF 

5chool of Aerospace Medicine， Brooks Air Force Base， Texas. 
"Observation of the monoamine oxidase (MAO) inhibitory action 

of convu1sive doses of unsymmetrica1 dimethylhydrazine (UDMH) and 

its pyridoxal hydrazone (PALHZ) 1ed to the study of similar 

actions of other hydrazines and hydrazones. The 主主エ誌記 and

ヰ込工主エ♀ inhibitions of tissue MAO activities were determined by 

the Warburg method， Nature~: 941， 1960. Intraperitoneal 
administration of convulsive doses of the PALHZ of UDMH produced 

from 30% to 70% MAO inhibition in rat brain and liver. Time to 

onset of convulsions decreased as dosage increased. The PALHZ 

of monomethylhydrazine (~⑪邸) and of hydrazine (H) produced 

convulsions， but no tissue MAO inhibitions. Pyridoxal (PAL) plus 
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UDMH led to more severe convulsions than with UDMH a1one. There 

was a corresponding increase in MAO inhibition. Pyridoxine (PIN) 

prevented UD~m convu1sions; MAO inhibitions were neg1igib1e. PAL 

markedly decreased the MAO inhibitions caused by MMH in brain and 

liver， but it did not decrease the convu1sive effects. PIN re-
duced 1iver， but not brain MAO inhibitions， and prevented convu1四
sions induced by MMH. At 5 mg/kg， reserpine did not a1ter the 
time of onset of convulsions from UDMH or UDMH plus PAL， nor the 
usua1 MAO inhibitions. There was no consistent relationship be-

tween MAO inhibition and the convu1sigenic properties of the 

hydrazines and hydrazones studied." 

司~ .事****同脚本事材陣車事摩市噂..・$削除市司~.. ，脚.......・ a険機..・...・・・・.....事*事事..・ホ$噂

"Those investigators of the deve10ping mysteries inside the 

chick egg and who attempt to inf1uence the cerebra1 deve10pment 

by injecting a11 sorts of material into the egg may be interested 

in a technique we have been using which they may find usefu1. 

With a high-speed denta1 dri11， a tiny ho1e can be made in the 
egg she1l without piercing the she1l membrane， and can be made 
to just accommodate the needle which is used to inject a solution 

into any part of the egg. The customary vibration in siaking 

larger windows with cruder dri11s frequent1y resu1ts in rupturing 

of blood vessels and consequent 10ss of viabi1ity of the embryo. 

Vibration caused by this denta1-drill technique apparent1y 

creates very 1itt1e trauma. Fo11owing injection， a tiny amount 
of paraffin can be p1aced on the opening thus sea1ing the egg 

in a steri1e condition. Second injections can be made simp1y 

by removing the glob of paraffin by scraping it off with the 

fingernai1 1eaving a very thin fi1m of paraffin through which the 

second injection can be made and again sea1ing with the paraffin. 

We have found this technique efficient， rapid and satisfactory， 
and hope that others who may be interested may find it equa11y 

usefu1" (Samue1 Eiduson， The Neuropsychiat. Inst.， Los Ange1es， 

Calif. ). 

事車車場事*.忠則脈事事事..・ 4民*・.調臨調惨事事$噂軍司炉事司惨事命事事司惨事訓...司惨事・..* *.陣取噂羽防車場康調隣市*司B・・・.

"One thought， which cou1d be expanded， if you fee1 it worth-
whi1e， wou1d be to contact those interested in various phases of 
1ipid chemistry， during deve1opment. The purpose wou1d be to join 
in an experiment common to a11 and divide materia1 for each specific 
investigator" (Jon J. Kabara， Univ. of Detroit， Mich.). 
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SECOND 工NTERNAT工ONALNEUROCHEMICAL SYMPOSIUM 

in OXFORD. ENGLAND. Julv 2ラth-30th. 196ラ

T 1 T L E 

VAR工AT工ONIN THE CHEM工CALCOMPOSITION OF THE NERVOUS 

SYSTEM DETERMINED BY GENET工C AND DEVELOPMENTAL FACTORS 

The Second工nternationalNeurochemical Symposium will take 

place in Oxford， England under the auspices of the World Federa-
tion of Neurology (Commissioh of Neurochemistry， Secretary: 
Dr. A. Lowenthal). Various aspects of the subject indicated 

by the above title will be covered and will include: 

1. Histochemical aspects. 

2. Enzymology. 

J. Chemical composition of the developing nervous system. 

4. Genetic concepts. 

5. Chemical pathology. 

As at the first symposium in G8teborg， emphasis will be 
placed on short original communications and there should be 

considerable opportunity for the exchange of views between 

clinicians and workers in the basic sciences. The Registration 

Fee will be .E5.ラs.Od. ($15) payable before April 1st， 1965; 
the fee for Associate Members will be .E1.15s.0d. (事5).

Further information will be available early in the autumn but 

meanwhile those interested in attending and/or reading a paper 

are invited to write to Dr. G.B. Ansell (Dept. of Exptl. Neuro-

pharmacology， The Medical SChool， Birmingham 15， Warwicks， 
England). Those intending to read a paper will have to submit 

an abstract in English， French， or German， of not more than 
250 words to Dr. G.B. Ansell before Januarv 31st， 1965. An 
abstract should be accompanied by a completed registration form 

and fee. 工n general， papers on experimental allergic encephalo-
myelitis and multiple sclerosis will not be accepted. 
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神経シンポジアム

組織化学会と日本学術会議脳研究連絡委員会の共催によれ下記のシンポジアムが関かれます。

日時:昭和39年11月4日(水)午前9時

会場:東京大学医学部中央図書館333号室

I.蛍光抗体法と神経組織H ・H ・...・H ・...・H ・-…司会 白木博次教授(東大脳研)

演 者山本達也助教授(東大脳研)……・-…...・H ・....…...・H ・..…...・H ・.....・H ・..……実験的ヘルベス脳炎

指定討論者 大谷杉士助教授(東大伝研)..・H ・実験的狂犬病一一神経系におけるウィールス増殖の多様性一一

指定討論者 山川民夫教授(東大伝研)..・H ・-…・H ・H ・.....・H ・..…人工リポ蛋白抗原を組織化学に応用する試み

n.代謝性脳疾患・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..………司会吉川政己教授(東大老人)

演 者宇尾野公義博士(東大中尾内科)...・H ・..…...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・..…-…神経筋疾患の組織化学

演 者小田雅也博士(東大脳研)...・H ・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..中枢神経系のカルミン陽性物質の動態

指定討論者 武内忠男教授(熊大病理)...・H ・H ・H ・.....・H ・..……神経組織におけるグリコーゲン代謝の組織化学

指定討論者 諏訪紀夫教授(東北大病理)・H ・H ・....・H ・H ・H ・......・H ・.....・H ・.....・H ・-実験的異型化グ IJアについて

m.髄鞘形成と二次変性・・H ・H ・...・H ・.....・H ・-・・司 会 岡本道雄教授(京大解音1])

演 者米沢猛助教授(京都府立大病理)・H ・H ・..…組織培養法による神経髄鞘形成時の酵素活性について

指定討論者 中沢恒幸講師(慶大神経)...・H ・..…...・H ・..……...・H ・..…...・H ・H ・H ・..……...・H ・-・髄納形成とグリア

演 者谷栄一博士(京大荒木外科)……...・H ・.....・H ・..…H ・H ・...・H ・.....・H ・...中枢神経二次変性の電顕

指定討論者 熊本哲三助教授(和歌山大解剖)… …...・H ・......・H ・.....・H ・.....・H ・神経線維の変化と酵素の分布

N.神経組織の細胞内頼粒………...・H ・..……司 会塚田裕三教授(東邦大生理)

演 者浜 清教授(広大解剖)…H ・H ・...・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・..……中枢神経系の微細構造について

指定討論者 清水信夫教授(阪大高次研)...・ H ・..........・ H ・..…脳内に於けるカテコーラミン含有頼粒について

指定討論者 塚田裕三教授(東邦大生理)・H ・H ・.....・H ・.....・H ・.....・H ・....脳 SubcellularUnitsの生化学的研究

演 者内薗耕二教授(東大生理)…...・H ・... ………........・H ・....・H ・-興奮伝達の形態学的背景について

指定討論者 黒川正則助教授(東大脳研)…...・H ・.....・H ・H ・H ・.......・H ・...・H ・H ・..神経終末分離法と生化学的特徴

指定討論者 片岡喜由博士(京大生理) …・………・・H ・H ・-・末梢神経に於ける化学伝達物質含有頼粒の分離

演 者佐野豊教授(京都府立大解音1])..・H ・...・H ・H ・....・H ・......・H ・....・H ・...・H ・....・H ・-…………神経分泌
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